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認
知
症

認
知
症

　

喜
多
方
市
で
は
、既
に
高
齢
化
率
が

33
㌫
を
超
え
、２
０
２
５
年
に
は
40
㌫

に
達
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

１
人
暮
ら
し
や
高
齢
者
の
み
の
世

帯
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、認
知
症
、閉

じ
こ
も
り
な
ど
、高
齢
者
を
取
り
巻
く

問
題
が
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、地
域
で
の
つ
な
が
り
が
希

薄
化
し
、高
齢
者
が
置
か
れ
て
い
る
環

境
は
、厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
は
脳
の
機
能
が
低
下
す
る

こ
と
で
発
症
し
ま
す
。今
後
、高
齢
者

の
５
人
に
１
人
は
認
知
症
に
な
る
と

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
を
病
気
と
し
て
捉
え
ず
、放

置
し
た
結
果
、症
状
が
進
行
し
て
し
ま

う
ケ
ー
ス
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。「
お

や
？
」と
思
っ
た
時
に
自
分
自
身
が
、

そ
し
て
周
囲
が
気
づ
く
こ
と
は
と
て

も
重
要
な
こ
と
で
す
。

　

認
知
症
で
あ
っ
て
も
高
齢
者
が
可

能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、充
実

し
た
生
活
を
継
続
で
き
る
よ
う
、必
要

な
早
期
診
断
な
ど
を
行
う
体
制
や
、認

知
症
高
齢
者
と
そ
の
家
族
を
支
え
る

地
域
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
　

高
齢
福
祉
課　
地
域
包
括
ケ
ア
推

進
係

☎（
24
）５
２
４
２

決
し
て
他
人
事
で
は

あ
り
ま
せ
ん

決
し
て
他
人
事
で
は

あ
り
ま
せ
ん

問

平成28年９月開催　認知症への理解を深める講演会

住み慣れた地域で自分らしい 

くらしが続けられるように

特集　認知症を考える
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認知症を考える 

後期高齢者医療制度

健康だより
                                
生涯学習だより

喜多方フォトニュース

情報ステーション
補助・支援

募集

イベント／お知らせ

お知らせ／小型家電ボックス回収

税金／年金／『市民と市長の談話室』対

話内容／ふるさと納税

きたかたエンターテイメントドリームフ

ェスタ出演者募集／国民健康保険加入者

の皆さんへ

相談／休日当番医／献血

市民と市長の談話室／美術館／図
書館

ふるさとの遺産／人口

広報きたかた　2017. ７　③

地域包括支援センター気
軽に
相談
して
みよう

　寝たきり、認知症高齢者や虚弱高齢者とその介護者、家
族などの皆さんからの、在宅での生活や介護、介護予防な
どに関する相談や公的福祉サービスについての相談に応
じています。
　毎月第２・第４水曜日は午後７時30分まで相談窓口を
延長しています。（サブセンターは除く）

喜多方市地域包括支援センター 

喜多方市字上江3646番地1 

電話 0241-21-8856 

F a x  0241-23-3296

熱塩加納サブセンター 

喜多方市熱塩加納町米岡 

字下平乙609番地 

電話 0241-36-2336 

F a x  0241-36-2776

 塩川サブセンター 

喜多方市塩川町 

字身神300番地1 

電話 0241-28-1253 

F a x  0241-28-1258 

山都サブセンター 

喜多方市山都町 

字北松ノ前3144番地 

電話 0241-38-3139 

F a x  0241-38-3137

高郷サブセンター 

喜多方市高郷町揚津 

字袖山甲3067番地3 

電話 0241-44-7111 

F a x  0241-44-7112 



認
知
症　
地
域
で
支
え
る
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認
知
症　
地
域
で
支
え
る

特集　認知症を考える

問 認
知
症
カ
フ
ェ

施設名
ハッピーランドあいかわ
☎(38 )3900
グループホーム「至福の郷」東町
☎(21 )1980
べるはぁと
☎(23 )7002
グループホームひまわり
☎(23 )3715
グループホームひびき
☎(30 )1123
グループホームさわら
☎(27 )5510
グループホームもも太郎さん喜多方
☎(21 )8630
グループホーム夢の森
☎(28 )5855
やわらぎ(ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ、小規模多機能)
☎(21 )8711
ケアプラザ喜多方
☎(23 )6116
グループホームレインボー
☎(22 )2300
グループホームすこやか
☎(24 )4870

　

市
内
の
介
護
施
設
を
中
心
に
開
催
さ

れ
て
い
る
認
知
症
カ
フ
ェ
。

　

お
茶
の
時
間
に
参
加
し
て
、認
知
症
の

こ
と
を
理
解
し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、情
報

交
換
や
交
流
の
場
と
し
て
、日
頃
困
っ
て

い
る
こ
と
や
悩
ん
で
い
る
こ
と
を
相
談

し
、気
持
ち
を
軽
く
し
ま
し
ょ
う
。

◆
詳
し
い
開
催
予
定
表
は
高
齢
福
祉
課

の
前
の「
認
知
症
情
報
コ
ー
ナ
ー
」に
あ

り
ま
す
。

◆
参
加
費　

１
０
０
円

　
　

高
齢
福
祉
課　
地
域
包
括
ケ
ア
推
進

係☎（
24
）５
２
４
２

ひとりで悩まず、
一緒に考えましょう

　本人のケアはもちろんですが、介
護者の心の負担を軽くすることは
とても大切なことです。
　なんでも話せるカフェに参加し
てみませんか。
　心配なこと、知りたいことがあれ
ばいつでもご連絡ください。

認知症地域支援推進員
三浦　朋子
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問 も
の
忘
れ
検
診

問

　

認
知
症
の
早
期
治
療
の
促
進
と
重
症

化
の
予
防
の
た
め
、も
の
忘
れ
検
診
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
の
早
期
発
見
・
早
期
対
応
は
、

症
状
を
改
善
し
た
り
、症
状
の
進
行
を

遅
ら
せ
た
り
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。

 

対
象
者  

市
内
に
住
所
を
有
す
る
65
歳

以
上
の
方（
平
成
30
年
３
月
31
日
現
在
）

※

長
期
に
入
院
さ
れ
て
い
る
方
や
介
護

施
設
に
入
所
さ
れ
て
い
る
方
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

 

検
診
費
用  

無
料（
期
間
内
１
回
の
受
診

に
限
り
ま
す
）

 

検
診
期
間  

７
月
１
日（
土
）〜
平
成
30

年
３
月
31
日（
土
）

 

場
所  

下
記
の
14
医
療
機
関

 

検
診
内
容  

各
実
施
医
療
機
関
で
問
診
、

簡
易
認
知
機
能
検
査
を
受
け
ま
す
。

 

申
し
込
み
方
法  

希
望
さ
れ
る
方
は
、直

接
、電
話
な
ど
で
実
施
医
療
機
関
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

 

そ
の
他  

受
診
時
は
、「
国
民
健
康
保
険

医
療
被
保
険
者
証
」ま
た
は「
後
期
高
齢

者
医
療
被
保
険
者
証
」を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

　
　

高
齢
福
祉
課　
地
域
包
括
ケ
ア
推
進

係☎（
24
）５
２
４
２

　

在
宅
高
齢
者
が
認
知
症
な
ど
か
ら
徘

徊
や
迷
子
に
な
っ
た
場
合
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
使
い
身
元
確
認
を
容
易
に
行
え
る

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

対
象
者  

市
内
に
住
所
を
有
し
、在
宅
で

暮
ら
す
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
認
知
症

高
齢
者
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
状
態
の

方

 

利
用
方
法  

家
族
な
ど
か
ら
の
申
請
に

よ
り
利
用
者
専
用
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
配
布

し
ま
す
。　

　

利
用
者
が
普
段
身
に
つ
け
る
物
に
貼

り
付
け
て
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

 

利
用
の
流
れ

利
用
者
の
持
ち
物
な
ど
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
貼
付
し
ま
す
。

　
　
　
　

←

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

で
読
み
込
む
と
、委
託
者
の
運
営
す
る

緊
急
セ
ン
タ
ー
連
絡
先
と
利
用
者
Ｉ
Ｄ

が
表
示
さ
れ
ま
す
。

※

利
用
者
Ｉ
Ｄ
は
、数
字
で
す
の
で
、そ

の
ま
ま
で
個
人
を
識
別
で
き
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　

←

そ
の
利
用
者
Ｉ
Ｄ
を
緊
急
セ
ン
タ
ー
へ

連
絡
し
ま
す
。

　
　
　
　

←

登
録
さ
れ
た
近
親
者
へ
連
絡
が
行
き
ま

す
。

 

費
用  

自
己
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

申
し
込
み
方
法  

高
齢
福
祉
課
お
よ
び

各
総
合
支
所
住
民
課
に
備
え
付
け
の
申

請
書
に
よ
り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

高
齢
福
祉
課　
い
き
が
い
支
援
係

☎（
24
）５
２
３
０
ま
た
は
各
総
合
支
所

住
民
課　
市
民
サ
ー
ビ
ス
班

もの忘れ検診実施医療機関

医療機関名 連絡先 医療機関名 連絡先

飯塚病院 ☎(24)3421 君島内科消化器科クリニック ☎(24)5800

入澤病院 ☎(22)0267 手代木医院 ☎(22)0034

佐原病院 ☎(22)5321 みつはし医院 ☎(21)1311

鳴瀬病院 ☎(24)3333 山田産婦人科医院 ☎(22)3032

あきもと整形外科クリニック ☎(21)1515 ゆうゆうクリニック ☎(22)2111

大竹内科 ☎(22)0241 武田医院 ☎(27)4031

喜多方市地域・家庭医療センター ☎(24)5320 くまたクリニック ☎(28)1233

高
齢
者
の
身
元
を

　
　
　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
確
認

申

 ＱＲコード付シールシート（サンプル） 
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後期高齢者医療制度
被保険者証の更新と保険料のお知らせ

安心な制度で明るく元気な高齢社会を

　

75
歳
以
上
の
方
と
一
定
の
障
が
い
が

あ
る
65
歳
以
上
74
歳
以
下
の
方
の
う
ち

認
定
を
受
け
た
方
が
加
入
す
る
医
療
保

険
制
度
で
す
。こ
れ
ま
で
社
会
保
険
な

ど
の
被
扶
養
者
だ
っ
た
方
も
被
保
険
者

と
な
り
ま
す
。

　

被
保
険
者
は
保
険
料
を
納
め
、す
べ

て
の
市
町
村
が
加
入
す
る
広
域
連
合
が

交
付
す
る
被
保
険
者
証
を
医
療
機
関
に

提
示
し
て
診
療
を
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

現
在
の
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
は

７
月
31
日
ま
で
で
す
。８
月
か
ら
の
新

し
い
被
保
険
者
証
は
７
月
下
旬
に
特
定

記
録
郵
便
で
郵
送

し
ま
す
。

　

今
ま
で
お
持
ち

の
被
保
険
者
証
は
、

８
月
以
降
に
保
健

課
ま
た
は
各
総
合

支
所
住
民
課
へ
返

却
し
て
く
だ
さ
い
。

　

前
年
所
得
額
が
確
定
後
、保
険
料
額

と
納
付
方
法
に
関
す
る
通
知
を
８
月
中

旬
に
お
送
り
し
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
付
方
法
は
原
則
と
し
て

特
別
徴
収（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）と
な

り
ま
す
。

　

新
た
に
後
期
高
齢
者
医
療
に
加
入
し

た
方
や
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
の
合
計
額
が
年
金
額
の
２
分

の
１
を
超
え
る
場
合
な
ど
は
年
金
か
ら

の
天
引
き
が
で
き
な
い
た
め
、普
通
徴

収（
納
付
書
に
よ
る
納
付
）と
な
り
ま

す
。

　

保
険
料
は
①
所
得
に
応
じ
て
納
め
る

部
分（
所
得
割
額
）と
②
全
員
が
納
め
る

定
額
部
分（
均
等
割
額
４
万
１
７
０
０

円
）が
あ
り
ま
す
。被
保
険
者
と
世
帯
主

の
所
得
に
応
じ
て
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入

の
前
日
に
、家
族
の
社
会
保
険
で
被
扶

養
者
だ
っ
た
方
は
、所
得
割
額
が
賦
課

さ
れ
ず
、均
等
割
額
が
７
割（
平
成
28
年

度
ま
で
は
９
割
）軽
減
さ
れ
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
と
は

８
月
１
日
か
ら
は
新
し
い
保

険
証
で

保
険
料
の
額
を

　
　
　
　

お
知
ら
せ
し
ま
す

保
険
料
の
計
算
方
法
は
？

保険料の納期
①特別徴収(年金からの天引き)

4 月 6 月 8 月
仮徴収期間(前々年度の所得額により算定した暫定
の保険料額)

10 月 12 月 2 月
本徴収期間(前年中の所得額により算出した確定保
険料額から仮徴収した分を差し引いた保険料額）

②普通徴収(納付書などによる納付)

第 1 期 第 2 期 第 3 期 第 4 期
８月 31日 10 月2日 10 月31日 11 月30 日
第 5 期 第 6 期 第 7 期
1 月 4 日 1月31 日 2 月 28 日

納付には、「口座振替」が便利です。希望する方は、
口座がある以下の金融機関で手続きをしてくださ
い。
金融機関 東邦銀行 大東銀行 福島銀行 会津信用

金庫 会津商工信用組合 東北労働金庫
会津よつば農業協同組合 ゆうちょ銀行
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問

　

毎
年
８
月
に
医
療
機
関
に
支
払
う
自

己
負
担
割
合
の
見
直
し（
一
般
的
な
所

得
の
方
１
割
、現
役
並
み
所
得
の
方
３

割（
同
一
世
帯
に
住
民
税
課
税
所
得
が

１
４
５
万
円
以
上
の
被
保
険
者
が
い
る

場
合
））が
あ
り
ま
す
。

　

現
役
並
み
所
得
の
方
と
判
定
さ
れ
て

も
、収
入
が
一
定
基
準
未
満
で
あ
れ
ば
、

申
請
に
よ
っ
て
１
割
と
な
り
ま
す
。該

当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
に
は
６
月
末
に

通
知
し
ま
し
た
の
で
、指
定
の
期
限
ま

で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
に
必
要
な
も
の　

被
保
険
者

証
、印
鑑
、前
年
中
の
収
入
額
が
わ
か
る

書
類（
確
定
申
告
書
な
ど
の
写
し
）

　

１
カ
月
に
支
払
う
自
己
負
担
限
度
額

の
上
限
を
超
え
た
場
合
に
は
、そ
の
超

え
た
分
が
高
額
療
養
費
と
し
て
支
給
さ

れ
ま
す
。

　

一
度
申
請
を
す
る
と
、そ
れ
以
降
に

高
額
療
養
費
に
該
当
し
た
場
合
に
は
自

動
的
に
指
定
の
口
座
に
振
り
込
ま
れ
ま

す
。

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
被
保
険
者
が

高
額
な
診
療
を
受
け
る
場
合
に
、入
院

時
の
食
事
代
の
減
額
や
医
療
費
を
自
己

負
担
限
度
額
ま
で
と
す
る
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
を
発
行

し
ま
す
。

　

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
で
必
要
な

方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。申
請
に
必

要
な
も
の
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、６
月
16
日
現
在
、す
で
に
認
定

証
を
お
持
ち
の
方
で
８
月
以
降
も
対
象

と
な
る
方
に
は
、７
月
下
旬
に
新
た
な

認
定
証
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、手
続
き

は
不
要
で
す
。

　
　

　　　　
　

保
健
課　
国
保
医
療
係

☎（
24
）５
２
２
４

自
己
負
担
割
合
の
見
直
し

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
に
つ
い
て

医
療
費
が

　
　
　

高
額
に
な
っ
た
と
き

公的年金収入で見た軽減イメージ(ともに75歳以上の夫婦で、妻の年金が80万円以下の例)

９割軽減 ８.５割軽減 ５割軽減 ２割軽減 ＋
【33万円】以下 【33万円+ 49万円

（イ）×被保険者
数】以下

【33万円+ 27万円
（イ）×被保険者
数】以下

（総所得額－33万円）× 8.19 ％
所
得
割
額

均
等
割
額

保 険 料

80万 153万 168万 211万 222万 266万
夫の年金収入

41,700 円

33,300 円

20,800 円

6,200 円

4,100 円

２割軽減（ア）

所得が【33 万円】
以下で、世帯内全
被保険者全員の
年金収入が80 万
円以下(その他所
得なし)

保険料の計算方法

年　間
保険料

①所得割額
○一定以上の所得のある方が所
　得に応じて負担 
○（総所得額－33万円）×8.19% 
○被保険者の所得に応じて軽減 

②均等割額
○全ての方が負担 
○年額41,700円 
○同一世帯内の被保険者と世帯
　主の所得に応じて軽減

保険料軽減の変更点 
（ア）所得割の軽減　総所得額-33万円が58万円以下の場合に適用される軽減が５割から２割軽減に縮小されます。 
（イ）均等割の軽減　均等割の5割軽減と2割軽減における所得基準（５割軽減（26.5万円→27万円）、２割軽減（48万円
　　　　　　　　　→49万円））が拡大されます。
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熱中症予防のために

　
「
環
境
」と「
か
ら
だ
」と「
行
動
」に
よ

る
も
の
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
「
環
境
」の
要
因
は
、気
温
が
高
い
、湿

度
が
高
い
、風
が
弱
い
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

　
「
か
ら
だ
」の
要
因
は
、暑
さ
に
十
分

対
応
で
き
な
い
高
齢
者
や
乳
幼
児
、下

痢
に
よ
る
脱
水
状
態
や
寝
不
足
に
よ
る

体
調
不
良
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
「
行
動
」の
要
因
は
、激
し
い
労
働
や
運

動
に
よ
っ
て
体
内
に
著
し
い
熱
が
生
じ

る
こ
と
か
ら
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

体
温
の
上
昇
と
調
整
機
能
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
る
と
、ど
ん
ど
ん
身
体
に
熱

が
た
ま
っ
て
し
ま
い
、こ
の
よ
う
な
状

態
が
熱
中
症
で
す
。

　

暑
さ
を
避
け
て
、こ
ま
め
に
水
分
補

給
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

室
内
で
は

・
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
で
温
度
を
調
節

・
遮
光
カ
ー
テ
ン
や
打
ち
水
を
利
用

・
室
温
を
こ
ま
め
に
確
認

外
出
時
に
は

・
日
傘
や
帽
子
の
着
用

・
日
陰
の
利
用
、こ
ま

・
め
な
休
憩

・
猛
暑
日
は
、日
中
の

・
外
出
を
で
き
る
だ
け

・
控
え
る

か
ら
だ
の
ち
く
熱
を
避
け
る
た
め
に

・
通
気
性
の
良
い
吸
湿
性
・
速
乾
性
の
あ

・
る
衣
服
を
着
用
す
る

・
保
冷
剤
、水
、冷
た
い

・
タ
オ
ル
な
ど
か
ら
だ

・
を
冷
や
す

　

室
内
で
も
、外
出
時
で
も
、の
ど
の
渇

き
を
感
じ
な
く
て
も
、こ
ま
め
に
水
分
・

塩
分
・
経
口
補
水
液
な
ど
を
補
給
し
ま

し
ょ
う
。

め
ま
い
や
顔
の
ほ
て
り

　

め
ま
い
や
立
ち
く
ら
み
、顔
が
ほ
て

る
な
ど
の
症
状
や
体
温
が
高
い
。

筋
肉
痛
や
筋
肉
の
け
い
れ
ん

　
「
こ
む
ら
返
り
」と
呼
ば
れ
る
、手
足

の
筋
肉
が
つ
る
な
ど
の
症
状
。

体
の
だ
る
さ
や
吐
き
気

　

体
が
ぐ
っ
た
り
し
、力
が
入
ら
な
い
。

お
う
吐
、頭
痛
な
ど
を
伴
う
場
合
も
。

汗
の
か
き
か
た
が
お
か
し
い

　

ふ
い
て
も
ふ
い
て
も
汗
が
で
る
、も

し
く
は
ま
っ
た
く
汗
を
か
い
て
い
な
い

な
ど
。

呼
び
か
け
に
反
応
し
な
い
、ま
っ
す
ぐ

歩
け
な
い

　

声
を
か
け
て
も
反
応
し
な
か
っ
た

り
、お
か
し
な
返
答
を
す
る
。体
が
ガ
ク

ガ
ク
と
ひ
き
つ
け
を
起
こ
し
た
り
、

ま
っ
す
ぐ
歩
け
な
い
な
ど
。

厚生労働省の平成27年の統計では、熱中症によって約1,000人の方が
亡くなっています。 
屋外の炎天下のことだと思われがちですが、その入院患者の約４割は
屋内での発生です。熱中症の要因を知り、予防することが大切です。

保健課　健康推進室 ☎（24）5223 
または各総合支所住民課　市民サービス班

問

熱
中
症
は
ど
う
し
て
起
こ
る
の

で
し
ょ
う
か
？

熱
中
症
を
予
防
す
る
に
は
？

熱
中
症
の
症
状
は
？

自力で水が飲めない、
意識がない場合は、
すぐに救急車を呼び
ましょう！
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内
容　
健
康
づ
く
り
事
業
を
推
進
す
る

た
め
の
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

 

公
募
人
数　
若
干
名

 

任
期　
委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

 

応
募
資
格　
①
市
内
に
住
所
を
有
す
る

20
歳
以
上
65
歳
以
下
の
方 

②
原
則
と
し

て
平
日
の
日
中
の
会
議
に
出
席
で
き
る

方

 

応
募
方
法　
「
健
康
づ
く
り
推
進
協
議

会
委
員
希
望
」と
明
記
し
、住
所
、氏
名
、

年
齢
、性
別
、電
話
番
号
、職
業
、簡
単
な

経
歴
お
よ
び
志
望
動
機
を
記
入
の
上
、

郵
送（
〒
９
６
６-

８
６
０
１
住
所
記
載

不
用　
保
健
課
宛
て
）、Ｆ
Ａ
Ｘ（
25
）７

０
７
３
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
い
ず
れ

か
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

 

応
募
期
限　
７
月
18
日（
火
）

 

選
考　
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、選
考
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

６
月
に
今
年
度
の
特
定
健
診
お
よ
び

各
種
が
ん
検
診
の
個
別
通
知
を
し
ま
し

た
。通
知
を
送
っ
た
方
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　

個
別
通
知
は
届
か
な
い
が
健
診
を
希

望
す
る
方
は
、電
話
連
絡
を
し
て
く
だ

さ
い
。な
お
、対
象
者
に
つ
い
て
は
、「
健

康
の
し
お
り
」を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

喜多方市 地域・家庭医療センター
「ほっと☆きらり」

センター長　武田 　仁

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、今
回
は
子
ど

も
の
話
で
す
。

　

今
年
度
か
ら
県
内
の
小
・
中
・
高
で

は
肥
満
対
策
が
強
化
さ
れ
、定
期
健
診

の
際
に
肥
満
と
判
定
さ
れ
た
学
童
・
生

徒
は
、学
校
で
個
別
指
導
・
集
団
指
導

を
受
け
た
り
、か
か
り
つ
け
医
を
受
診

し
て
相
談
す
る
こ
と
が
勧
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

以
前
は
子
ど
も
の
肥
満
は
大
目
に
見

ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、

肥
満
の
研
究
が
進
む
に
つ
れ
て
状
況
が

変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
肥
満
は
大
人
の
肥
満
に
つ

な
が
る
だ
け
で
な
く
、子
ど
も
の
時
期

か
ら
高
血
圧
、糖
尿
病
、脂
質
異
常
症
な

ど
の
生
活
習
慣
病
や
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

子
ど
も
の
時
期
に
生
活
習
慣
病
に

な
っ
て
し
ま
う
と
、若
い
頃
か
ら
動
脈

硬
化
が
進
行
し
、若
年
性
の
脳
卒
中
や

心
筋
梗
塞
を
起
こ
す
危
険
性
が
高
く
な

り
ま
す
。ま
た
、肥
満
の
子
は
い
じ
め
の

標
的
に
な
り
や
す
く
、無
気
力
や
不
登

校
に
陥
っ
て
し
ま
う
例
も
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、福
島
県
で
は
子
ど
も
が
肥
満

に
な
る
率
が
、全
国
平
均
よ
り
も
ず
っ

と
高
い
状
態
が
続
い
て
い
る
の
で
す
。

　

子
ど
も
の
肥
満
に
は
食
事
、運
動
、睡

眠
な
ど
の
生
活
習
慣
の
乱
れ
も
関
係
し

て
い
ま
す
。特
に
こ
の
数
十
年
で
子
ど

も
の
就
寝
時
間
は
遅
く
、睡
眠
時
間
は

短
く
な
り
ま
し
た
。幼
児
期
に
は
１
日

10
時
間
半
、学
童
期
に
は
１
日
８
時
間

以
上
の
睡
眠
を
と
る
こ
と
が
、健
全
な

脳
の
発
達
や
、肥
満
の
予
防
の
た
め
に

勧
め
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、テ
レ
ビ
や

ゲ
ー
ム
の
時
間
は
１
日
２
時
間
以
内
に

控
え
、１
日
１
時
間
以
上
は
よ
く
体
を

動
か
す
こ
と
も
勧
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、子
ど
も
は
周
り
の
大
人
た
ち

の
生
活
習
慣
に
強
く
影
響
さ
れ
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
が
あ
ふ
れ
る
飽
食
の
時

代
、自
分
の
健
康
を
ど
う
守
り
ど
う
育

ん
で
い
け
ば
よ
い
の
か
、周
り
の
大
人

た
ち
が
少
し
で
も
生
活
の
手
本
を
示
し

て
あ
げ
れ
ば
、未
来
を
生
き
て
い
く
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
何
よ
り
の
贈
り
物

に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

子
ど
も
の
肥
満
を
防
ぐ
た
め
に

健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
委
員
の
公
募

各
種
健
診
の
個
別
通
知
に
つ
い
て

№ 健(検)診名 今回封筒を送付した方 
1 特定健診 40～74 歳の国保加入者(ドック申込者除く)
2 後期高齢者健診 対象者で昨年受診者
3 胸部検診 過去３年間において１回以上の受診者

4 大腸がん検診
過去３年間において１回以上の受診者
（昨年度集団検診受診者へは容器を同封）

5 胃がん検診 過去 3年間において 1回以上の受診者
6 前立腺がん検診 対象者で番号 1～5 の健(検 )診通知者
7 肝炎検診 40歳の方
8 子宮がん検診 20歳～74歳の方、76歳以上で前回受診者
9 乳がん検診 20歳～74歳の方、76歳以上で前回受診者
10 骨粗しょう症検診 対象者全員
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小
中
学
生
が
社
会
や
世
界
に
向
け
て

考
え
て
い
る
こ
と
、学
校
や
地
域
、友
人

や
家
族
と
の
関
わ
り
の
中
で
感
じ
て
い

る
こ
と
な
ど
、少
年
ら
し
い
自
由
で
素

直
な
感
性
で
意
見
を
堂
々
と
発
表
し
ま

す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

◆
日
程　

７
月
22
日（
土
）午
後
１
時

◆
会
場　

喜
多
方
プ
ラ
ザ
大
ホ
ー
ル

◆
内
容　

小
学
生
17
人
、中
学
生
11
人

が
発
表
し
ま
す
。こ
の
ほ
か
に「
家
庭
の

日
ふ
れ
あ
い
標
語
」作
品
の
表
彰
式
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

※

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　
　

生
涯
学
習
課　
生
涯
学
習
係

☎（
24
）５
３
１
８

　

第
29
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
縦
断
駅

伝
競
走
大
会（
ふ
く
し
ま
駅
伝
）が
11
月

19
日（
日
）に
行
わ
れ
ま
す
。喜
多
方
市

チ
ー
ム
は
６
月
か
ら
合
同
練
習
を
開
始

し
、大
会
へ
向
け
走
力
向
上
を
図
っ
て

い
ま
す
。

　

チ
ー
ム
で
は
大
会
を
目
指
す
候
補
選

手（
中
学
生
以
上
）と
活
動
を
支
え
る
ス

タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　

陸
上
・
駅
伝
に
興
味
の
あ
る
方
、応

援
が
好
き
だ
と
い
う
方
は
ぜ
ひ
お
声
か

け
く
だ
さ
い
。練
習
の
見
学
も
大
歓
迎

で
す
。

　
　
　
（
公
財
）喜
多
方
市
体
育
協
会

（
押
切
川
公
園
体
育
館
内
）

☎（
23
）０
７
７
１

問

少
年
の
主
張
喜
多
方
市
大
会
を

開
催
し
ま
す

申

問ふ
く
し
ま
駅
伝
喜
多
方
市
チ
ー

ム
の
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た

ふ
く
し
ま
駅
伝
合
同
練
習

練
習
日　

毎
週
火
・
木
曜
日

時　

間　

午
後
６
時
50
分
〜

　
　
　
　

８
時
50
分

場　

所　

押
切
川
公
園
ス
ポ
ー
ツ
広
場

※

参
加
を
希
望
す
る
場
合
は
事
前
に

連
絡
す
る
か
、練
習
日
に
会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。チ
ー
ム
の
活
動
に

つ
い
て
は
市
体
育
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ふくしま駅伝喜多方市チームの皆さん

生 涯 学 習 だ よ り

拓け喜多方！

　 まなびのトビラ

ひ ら
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昨
年
の
第
10
回
大
会
に
お
い
て
、念
願

の
初
優
勝
を
果
た
し
た
喜
多
方
市
チ
ー

ム
が
、連
覇
に
向
け
始
動
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
第
11
回
大
会
か
ら
、内
野
手

そ
し
て
ム
ー
ド
メ
ー
カ
ー
と
し
て
チ
ー

ム
を
支
え
て
き
た
目
黒
大
樹
さ
ん
が
新

監
督
に
就
任
し
、こ
の
ほ
ど
就
任
と
決

意
表
明
の
た
め
、市
長
に
あ
い
さ
つ
を

行
い
ま
し
た
。　

　　　　　　　　　　

目
黒
新
監
督
は「
喜
多
方
市
発
展
の

た
め
、大
会
連
覇
を
叶
え
た
い
。」と
決

意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

喜
多
方
市
チ
ー
ム
の
監
督
、コ
ー
チ

は
次
の
と
お
り
で
す
。 （
敬
称
略
）

◆
監　

督　

目
黒　

大
樹

　
　
　
　
　
　
（
熱
塩
加
納
町
赤
崎
林
）

◆
コ
ー
チ　

亀
岡　

匡
崇

　
　
　
　
　
　
（
松
山
町
坂
井
）

◆
コ
ー
チ　

瓜
生　

泰
和

　
　
　
　
　
　
（
熱
塩
加
納
町
金
屋
）

　

６
月
３
・
４
日
に
い
わ
き
市
で
開
催

さ
れ
た
、福
島
県
総
合
体
育
大
会「
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
男
子
の

部
」に
お
い
て
、関
柴
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
が
優
勝
の
栄
冠
に
輝
き

ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
は
、７
月
29
日
か
ら
８
月
１

日
ま
で
三
重
県
熊
野
市
で
開
催
さ
れ

る
、第
31
回
全
日
本
小
学
生
男
子
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

　

今
年
で
10
回
目
を
迎
え
る
喜
多
方
シ

テ
ィ
レ
ガ
ッ
タ
を
開
催
し
ま
す
。

　

漕
手
４
人
、舵
手
１
人
の
ナ
ッ
ク
ル

フ
ォ
ア
に
よ
る
レ
ー
ス
で
す
。５
人
集

ま
れ
ば
初
心
者
の
方
で
も
参
加
で
き
る

競
技
で
す
。

　

夏
休
み
の
思
い
出
に
家
族
、友
人
、職

場
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
程　

８
月
６
日（
日
）

◆
会
場　

県
営
荻
野
漕
艇
場

◆
種
目　

ナ
ッ
ク
ル
フ
ォ
ア（
５
０
０

㍍
）

◆
参
加
料　

各
種
目
４
０
０
０
円

※

ジ
ュ
ニ
ア
の
部
は
無
料
で
す
。

◆
申
し
込
み
方
法　

大
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
に
あ
る
エ
ン
ト
リ
ー
フ
ォ
ー
ム
よ

り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
郵
送
・
Ｆ

Ａ
Ｘ（
25
）７
０
７
５
可
）

◆
申
込
期
限　

７
月
21
日（
金
）

※

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

に
な
る
か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　

生
涯
学
習
課　
ボ
ー
ト
の
ま
ち

推
進
係

☎（
24
）５
３
２
７

市
町
村
対
抗
県
軟
式
野
球
大
会

新
体
制
で
始
動

問
申

種 目 クルー編成
ジュニア男子

漕手が小・中学生(舵手は制限なし)
ジュニア女子
一般男子

漕手4人の合計年齢が140 歳未満
一般女子
シニア男子

漕手4人の合計年齢が140歳以上200歳未満
シニア女子
マスターズ男子

漕手4人の合計年齢が200 歳以上
マスターズ女子
ミックス 漕手2人以上が女性 年齢制限なし
アスリート男子 漕手4人の年齢、経験者の人数は問わない

(現役ボート部員の出場可)アスリート女子

生 涯 学 習 だ よ り

喜
多
方
シ
テ
ィ
レ
ガ
ッ
タ

参
加
ク
ル
ー
募
集

関
柴
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
少

県
総
体
初
優
勝
！

山口市長と目黒新監督（右）
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５月28日　喜多方おはようマルシェオープン５月28日　喜多方おはようマルシェオープン

６月４日　第11回ひめさゆりウォーク６月４日　第11回ひめさゆりウォーク



６月10日　そば粉スイーツ料理教室６月10日　そば粉スイーツ料理教室

６月17日　市民プール開き６月17日　市民プール開き

６月18日　夏そばの花ウォーク６月18日　夏そばの花ウォーク


